
 

 

豊国神社 

豊国神社には豊国大明神が祀られている。豊国大明神というのは豊臣秀吉（1537-1598）を

死後に神格化した贈り名である。秀吉は 16 世紀の最後の 10 年間で全国統一を成し遂げ日

本を統治した。豊国という名前は、日本の国の古名を省略したもので、秀吉の死から数ヶ月

後、1599年に皇室から授与されたものである。この名前は、秀吉が重要な神の地位に登り

つめたことも示している。 

 

この神社は、「豊国」の別の読み方を使って、京都の人には「ほうこくさん」と親しみを込

めて呼ばれている。豊国神社は現在、京都国立博物館のすぐ北にあるが、本殿は最初、現在

の豊国廟（秀吉の霊廟）の入り口がある山の中腹の太閤坦という平地にあった。神社の建造

物は非常に装飾的で、将軍徳川家康（1543-1616）に捧げられた日光東照宮（世界遺産）の

モデルになった。 

 

秀吉はその死後も京都の人々の間では人気が止むことはなく、毎年盛大な祭礼が開催され、

奉納公演も行われ、祝福する何千人もの町人が神社に押し寄せた。数年後には、前例のない、

さらに盛大な祝賀が行われたが、集まった熱狂的な群衆は政府を警戒させた。将軍徳川家康

は当初はこの神社を支援していたが、徐々に警戒するようになり、やがて徳川家と秀吉の後

継者との間で争いが勃発すると支援を完全に取り止めた。秀吉を神格化する称号は取り消

され、神社は荒廃するがままになった。1770年代にはかつての荘厳な面影は跡形もなくな

っていた。新明治政府の勅令により神社は復興し、1880年に方広寺の土地の一部が与えら

れて現在の場所に建てられた。 

 


